
平成２９年度予算　政策的新規・充実事業一覧

京都議定書採択
２０周年記念
地球環境京都会
議
（ＫＹＯＴＯ＋
２０）
（仮称）の開催

　平成９年１２月，人類史上初の地球温暖化対策を取りまと
めた「京都議定書」が採択された。
　平成２９年度は，京都議定書採択２０周年を迎え，京都議
定書が大きく飛躍した「パリ協定」の具体化が見込まれる
中，京都議定書の意義と，これまで市民，事業者と連携して
進めてきた地球温暖化対策の成果をもとに，パリ協定を踏ま
えた地球温暖化対策の推進に向けて議論する「地球環境京都
会議」（ＫＹＯＴＯ＋２０）（仮称）を開催する。

未定 地球温暖化
対策室

222-4555

再生可能エネル
ギーの更なる拡
大に向けた実践
的な事業導入手
法調査～熱・バ
イオマス・風力
等の有効活用を
目指して～

　本市のエネルギー政策の基本方針である「京都市エネル
ギー政策推進のための戦略」に基づく再生可能エネルギーの
導入量３倍以上という目標の実現に向け，これまで推進して
きた太陽光等のほかに，地中熱，廃熱，下水熱などの都市部
にも存在する熱や森林も含めた様々な原料から取り出すバイ
オマスなど，これまで低利用又は未利用の多様な再生可能エ
ネルギーについて，技術革新や京都の都市特性に応じた，今
日時点での新たな導入手法について調査検討する。

20,000 地球温暖化
対策室

222-4555

水素社会の実現
に向けた水素エ
ネルギー普及・
推進事業
～「知ろう　水
素が開く未来」
～

　本市では，環境負荷低減，省エネルギー等の観点から国家
戦略に位置付けられている水素社会の実現に向け，燃料電池
自動車（ＦＣＶ）の活用など水素エネルギーの普及啓発に先
駆的に取り組んでいるが，水素社会推進の鍵は，より幅広く
市民の関心と理解を深めることであり，このために，これま
での取組を強化し，水素エネルギーに関するセミナーや体験
教室の開催，啓発イベントを実施する。

1,800 地球温暖化
対策室

222-4555

将来の魅力ある
低炭素なまちづ
くりに向けた調
査検討～改定地
球温暖化対策計
画の推進～

　「環境先進都市・京都」として将来を見据え，いつまでも
住み続けたい，魅力ある低炭素なまちへの転換が必要であ
る。
　そのために省エネ・創エネ性能に優れ，室内における急激
な温度変化による人体への影響（ヒートショック）等の健康
リスクが低減される，いわゆるスマートウェルネス住宅で構
成され，また，安全・安心で，緑豊かであるなど，各地域の
特性に合った住み場所として選びたくなる住宅街区（スマー
トコミュニティ）を創ることが重要である。
　そこで，先進事例や関連技術等の調査等を行い，将来の魅
力あるまちづくりに向けたモデル事業実施の可能性を探る。

8,000 地球温暖化
対策室

222-4555

（単位：千円）

環　境　政　策　局　予　算　要　求　の　内　容
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所管課
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（単位：千円）

環　境　政　策　局　予　算　要　求　の　内　容
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所管課
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小型家電リサイ
クル資源の活用
～みんなで集め
よう！都市鉱山
から金メダル～

　「新・京都市ごみ半減プラン」に掲げる平成３２年度まで
に，ごみ量をピーク時の半分以下にし，持続可能な循環型社
会を構築していくためには，更なるごみの減量と同時に，リ
サイクルを推進していく必要がある。
　本事業では，市民の皆様が排出された携帯電話などの小型
家電，いわゆる都市鉱山から回収した金を１００％使った京
都マラソンの優勝メダルを作成する全国初の取組を，創設百
周年を迎える京都市産業技術研究所の技術を活用し，２０１
８年大会に向けて実現し，資源活用の見える化を図り，市民
の皆様のより一層の分別・リサイクル意識の向上につなげて
いく。

1,000 循環型社会
推進部

ごみ減量
推進課

213-4930

5件環　境　政　策　局　　合計 30,800


